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道徳的判断力を高めるためのカリキュラム研究 
― 評価指標の段階に基づく教育活動を組み込んだ道徳学習プログラムの編成を通して ― 
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Ⅰ 研究の目的 
小学校学習指導要領解説特別の教科道徳編（平成

27年，以下「解説」とする。）に，道徳科の目標と

して「よりよく生きるための基盤となる道徳性を養

うため，道徳的諸価値についての理解を基に，自己

を見つめ，物事を多面的・多角的に考え，自己の生

き方についての考えを深める学習を通して，道徳的

な判断力，心情，実践意欲と態度を育てる。」1)と

示されている。また，道徳的判断力は，それぞれの

場面において善悪を判断する能力であり，的確な道

徳的判断力をもつことによって，機に応じた道徳的

行為が可能になるとされている。これからの変化の

激しい社会をよりよく生き抜く上で，道徳的判断力

を高めることは不可欠である。 

道徳教育の充実に関する懇談会報告（平成25年）

において，いじめ防止の観点からも，社会性や規範

意識，善悪を判断する力などが求められていると指

摘されている(1)。また，所属校の課題としても，善

悪を判断する力等の不足により，友だちとのトラブ

ルが発生するといった事案が数多くある。道徳的判

断力についての研究は，広島県立教育センターの教

員長期研修においても行われてきた。それらの研究

のうち，坂本光基（平成26年）は，道徳の時間の中

で道徳的判断力を育成するための考察を行い「様々

な場面で望ましい行動をとることができるようにす

るために，他の教育活動との関連を図る必要があ

る。」2)と述べている。 

そこで本研究は，評価指標の段階に基づく教育活

動を組み込んだ道徳学習プログラムを校内全体で編

成し，道徳教育のカリキュラムを改善していくこと

で児童の道徳的判断力を高めることを目的とする。 

 

Ⅱ 研究の基本的な考え方 
  

１ 道徳的判断力について 
そもそも道徳的判断力とは，どのような力なのだ

ろうか。広辞苑によると，「道徳的」とは「道徳に

かなっているさま。」3)とあり「判断力」とは「物

事を認識・評価・決断する精神能力」とある。さら

に「道徳」は「ある社会で，その成員の社会に対す

る，あるいは成員相互間の行為の善悪を判断する基

準として，一般に承認されている規範の総体。」4)

とある。したがって，道徳的判断力という言葉を紐

解いてみると，「社会的な規範にかなった認識・評

価・決断をする精神能力」と捉えることができる。 

「解説」では，道徳的判断力について「道徳的判

断力は，それぞれの場面において善悪を判断する能

力である。つまり，人間として生きるために道徳的
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価値が大切なことを理解し，様々な状況下において

人間としてどのように対処することが望まれるかを

判断する力である。」5)と示されている。 

これらのことから，道徳的判断力は，児童が直面

する様々な状況下で，そこにある事象を社会的な規

範に照らしながら認識・評価し，人間として望まし

い行動を決断する力だと考える。 

  

２ 所属校の実態について 
(1) 児童の現状分析について 

所属校の道徳教育における児童の現状を分析す

る。所属校において，第２学年以上の児童を対象に

道徳的判断力に関わる意識調査を実施した。質問項

目を表１に示す。 

 
表１ 道徳的判断力に関わる意識調査質問項目 

 太郎くんは掃除中にほうきをふり回して，置いてあっ
た花びんを壊してしまいました。周りにはだれもいませ
ん。正直に言おうか，だまっていようか迷っています。 

(1) あなたが太郎くんだったら，どのようにしますか。 
①正直に言う ②だまっている ③その他 （選択式） 

(2) あなたがそのように思うのはどうしてですか。 

 

質問項目（１）に対して，児童の89％が「正直に

言う」と回答している。しかし，その判断理由とし

て，質問項目（２）約半数の児童が「先生に怒られ

るから」「最後にはばれてしまうから」などの記述

をしている。このことは，「花びんを壊した」とい

う状況下において，児童の約半数が，社会的な規範

に照らして認識・評価するというよりも，自己中心

的，また主観的な認識・評価によって行動を決断す

ることが窺える。 

所属校の児童の日常生活を見ても「～がしたかっ

たから」「自分が楽しいから」などの自己中心的な

理由や「してはいけないけど，みんなもしているか

ら」といった理由から，問題行動や友だちとのトラ

ブルなどが発生することが度々ある。また，それら

のトラブルの多くは，教師の見ていない所で発生す

る。これは，良くないと認識しながらも望ましい行

動ができていないと捉えることができる。 

これらのことから，児童が直面する様々な状況下

で，社会的な規範に照らしながら認識・評価し，人

間として望ましい行動を決断する力,つまり道徳的

判断力について課題があると考える。 

(2) 所属校の道徳教育に関するカリキュラムの

現状分析 

 先に述べた児童の課題について，所属校のカリ

キュラムの視点から要因を分析していく。 

そこで，道徳教育に関する所属校のこれまでの取

組を，田村知子（2014）が提唱している「カリキュ

ラムマネジメント・モデル」(2)を用いて分析した。

それを次頁の図１に示す。 

所属校のカリキュラム上の課題として，大きく二

つのことが明らかになった。 

一つ目の「エ．組織文化」において，課題は，道

徳教育目標や目指す児童の姿が職員間で共有できて

いないことである。そのことは「ウ．組織構造」の

道徳教育に関わる研修の時間が十分に確保されてい

ないことも関連していると考えられる。そのため，

学校として付けたい力を意識した組織的な取組にま

で至っておらず，それぞれ学級単位の取組に終始し

てしまっていることが分かった。 

二つ目の課題は「イ．カリキュラムのPDC A」に

関するもので，評価から改善に向けての取組におい

て，児童の道徳的判断力の高まりを評価する場が位

置付いていないことである。評価する場が位置付い

ていないことで改善が思うように図られず，カリ

キュラムが改訂されていないために，網羅的な実施

となってしまっている。このことから，評価が機能

していないために，カリキュラムのPDC Aサイクル

が効果的に機能していないことが分かった。 

  

３ 道徳教育に関わるカリキュラムの改善方

針 
 本研究では，付けたい力を明らかにし，そこから

逆向きにカリキュラム設計を進めるG.ウィギンズ

とJ.マクタイ（2012）が提唱する「逆向き設計」理

論(3)に基づいて，道徳教育に関わるカリキュラムの

改善を進めていくこととする。具体的には，まず，

所属校の道徳教育目標に照らして，付けたい道徳的

判断力と目指す児童の姿を明らかにする。その実現

に向け，評価指標を設定し，それに基づく教育活動

を組み込んだ道徳学習プログラムを編成し実践して

いくことで，現状のカリキュラムを改善していく。 

  

４ 評価指標に基づく教育活動を組み込んだ

道徳学習プログラムの編成について 
(1) 評価指標について 

ア 道徳的行動の生成過程について 

「解説」には，的確な道徳的判断力をもつことに

よって，機に応じた道徳的行為が可能になると示さ

れており，児童の内面的な資質である道徳的判断力
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が高まることで，道徳的な行動やその兆候が見られ

るようになると考える。ここではまず，道徳的行動

の生成過程がどのように構成されているかを明らか

にし，道徳的判断力の定義と合わせ，評価指標の基

盤としていく。 

中村秋生（2010）は，組織における道徳的行動の

実現について考察し，レストの四構成要素理論に，

一つの要素を付け足し「総合意思決定モデル」(4)を

構成した。中村（2010）は，この「総合意思決定モ

デル」において，道徳的行動の生成過程を五つの構

成要素に分類し，個人が道徳的行動を起こす際に，

⓪自身の直面する状況が道徳的判断を必要としてい

ることに気付く，①自身の行動が他者の幸福に対し

てどのように影響するかの観点から当該状況を解釈

する，②当該状況においてとるべき理想となる道徳

的行動を考える，③上記の道徳的行動も含めて，様々

な価値の中から自身が実際に行動に移そうと思うも

のを決定する，④決定した行動案を実行する，といっ

た五つの心理的プロセスが生じなければならないと

している。 

これらの理論を基に稿者が構成した道徳的行動

の生成過程モデルを図２に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本研究では，道徳的行動が生成する過程を大きく

三つの過程として構成していく。 

①の過程は，道徳的な状況に気付く過程である。

中村（2010）は，この過程を道徳的自覚とし，自身

イ．カリキュラムのPDCA 

C評価 

P計画 D実施 

A維持・改善 

図２ 道徳的行動の生成過程モデル図 
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ア.道徳教育目標 自己を見つめ よりよく生きる 

道徳教育重点目標 人間尊重の精神を基礎におき，道徳的実践力の育成を図る 

重点目標の内容項目 生命の尊さ 友情・信頼 善悪の判断 

C 評価の様子 

P 計画の様子 D 実施 

A 維持・ 

改善 

C → A 評価から改善に向けて  

○児童に道徳アンケートを実施している。 

▲道徳的判断力の高まりを評価する場が

位置付いておらず改善がされにくい。 

 

P 道徳教育全体計画や道徳の時間の 

年間指導計画等の作成 

○道徳教育全体計画を基に，各学年の

年間指導計画が作成されている。 

▲前年度のものから，そのままになっ

ているものがある。 

D 道徳教育全体計画・年間指

導計画に基づき実施 

▲網羅的な実施となっている。 

オ．リーダーシップ 

校長・教頭・道徳教育推進教師・教務主任 

ウ.組織構造 

○道徳参観日が設定され模擬授業等の研修が行われている。 

▲道徳教育に関わる研修の時間が十分に確保されていない。 

エ.組織文化 

○児童に真摯に向き合い，それぞれが熱心に取り組む。 

▲道徳教育目標や目指す児童の姿等が共有できていない。 

 

カ.家庭・地域社会等との連携 

○「私たちの道徳」の活用の周知をしている。 

○道徳参観授業後に学級懇談会を開き，取組を交流する。 

キ.教育課程行政 

・文部科学省：学習指導要領 

・広島県教育委員会：広島版「学びの変革」アクション・プラン 

児童の実態 

○明るく素直で真面目な児童が多い。 

▲考えずに行動したり，自己中心的な行

動をしたりすることで，問題行動や友

人とのトラブルになることがある。 
実践・成果 手段・反映 

相互作用 

○日々の道徳の時間における内

容項目のねらいを意識した授

業を実施している。 

▲単元やプログラムとしての意

識が少なく，１時間完結型の

授業となりやすい。 

単元や授業のPDCA 

相互作用 

相互作用 

醸成・機能 調整・機能 

影
響 

指導・機能 

図１ カリキュラムマネジメント・モデルによる所属校の道徳教育に関する分析図 

C評価 

P計画 D実施 

A維持・改善 

イ．カリキュラムのPDCA 



- 4 - 
 

が道徳的状況に直面しているという自覚がなけれ

ば，道徳的な意思決定プロセスが機能することもな

いとしている。また，藤井千春（1989）も，道徳的

行動が求められている状況でそのように行動しない

のは，多くの場合，道徳的問題の発見力が弱いため

だと述べている(5)。したがって道徳的な状況を自覚

する過程を初めの過程として設定しなければ，道徳

的行動は起こり得ないと考える。この過程を「自覚」

の過程と位置付ける。 

②の過程は，自覚した道徳的な状況を解釈し，と

るべき道徳的行動の案を考える過程である。この過

程は，道徳的判断力で定義した「認識・評価」に当

たる過程である。本研究では，「解釈」の過程と位

置付ける。ここでは，行為者のもつ役割取得能力が

深く関わると思われる。この役割取得能力を荒木紀

幸（1992）は「相手の立場に立って心情を推しはか

り，自分の考えや気持ちと同等に他者の考えや気持

ちを受け入れ，調整し，対人交渉に生かす能力」6)

とし，道徳的行動にとって必要条件だとしている。 

③の過程は，解釈し出された幾つかの道徳的行動

案から一つを決定し，行動に移す過程である。ここ

では，決定した一つの道徳的行動案を道徳的行動と

して実行すると考える。したがって，本研究では，

「決定する」と「実行する」過程を一つの過程とし

て表す。また本研究では，道徳的判断力で定義した

「決断」という言葉を用い，この過程を「決断・実

行」の過程と位置付ける。 

また，この道徳的行動の生起過程は，道徳的行動

の実行により，状況の変化を起こし，新たな道徳的

行動の生起へとループすると考える。 

イ 評価指標の段階設定について 

これまで，道徳的行動の生成過程の構成について

述べてきた。ここでは，道徳的判断力の高まりを見

取るための評価指標を道徳的行動の「解釈」「決断・

実行」過程にそれぞれ設定していく。その際，児童

の道徳性発達段階を踏まえておく必要がある。 

(ア)「解釈」の過程 

この過程においては，児童の役割取得能力の発達

段階から評価指標を設定する。 

荒木（1992）は，道徳性は，認知能力と役割取得

能力の発達と結び付いて発達すると述べている(6)。

京江光之（2005）は，情意，認知，行動の側面から

道徳の時間の指導法について実証的に検討を行い，

認知能力と役割取得能力の発達を促す授業が道徳的

判断力を高める上で有効であることを検証した(7)。

この役割取得能力は，社会的視点取得能力とも呼ば

れている。その発達段階の特徴を稿者が整理して表

２に示す。 

 
表２ 社会的視点取得能力の発達段階(8) 

発達段階 特 性 
自己 
中心的 
役割取得 

自分と他者の視点を区別することが難しい。ま
た，判断の基準を他者の目につく行為におき，心
理的な理由を考慮しない。 

主観的 
役割取得 

自分と他者の視点を区別して理解するが，同時
に関連付けることが難しい。自他の意図的行為と
無意図的行為とを区別できるようになる。 

自己 
内省的 
役割取得 

 他者の視点に立って自分自身の思考や感情を内
省できる。自分も他者も利他的な動機と私利的な
動機とが葛藤しあうことを理解する。 

相互的 
役割取得 

自分と他者の相互的な視点以外，第三者の視点
をとることができるようになる。また，社会的関
係には，浅深や濃淡，時間的なつながりがあるこ
とを理解する。 

社会慣習
システム 
役割取得 

一般的他者の視点をとり，社会的慣習はすべて
のグループの成員（一般的他者）の立場や役割，
経験に拘わらず必要であることが理解される。 

 

本研究では，この社会的視点取得能力の発達段階

に焦点を当て，これを基に「解釈」の過程の評価指

標を設定していく。これに従い設定した評価指標を

表３に示す。 

 
表３ 「解釈」の過程の評価指標 

 評 価 指 標 

１ 

・相手が表した感情を理解している。(原因との関係は読
み取れない。) 

・自分の(自己中心的な)見方だけで物事を捉えている。 
・自分にとって相手が善い(悪い)行為をしたかを理解して

いる。 

２ 

・自分と相手の見方に違いがあることを理解している。(但
し，自分もしくは権威者など一つの見方にとらわれる。) 

・相手の善い(悪い)行為を，意図的な行為か無意図的な行
為か区別している。 

３ 

・相手の立場になって，自分の考えや行為を省みることが
できている。(ただし，双方の見方を考慮し関係付けて
いない。) 

・自分も他者も，相手を思う気持ちと自分勝手な気持ちと
が葛藤し合うことを理解している。 

４ 

・第三者の視点から，自分と相手が，お互いに(しかも同
時に)主体としてみることができている。 

・第三者の視点から，自分と相手の思考や感情を調整する
ことができている。 

５ 

・自分の立場を社会や集団の立場と関係付けることができ
ている。 

・自他の考えや行為を法律や規則，秩序の維持など社会シ
ステムの観点から捉えている。 

 

(イ)「決断・実行」の過程 

 この過程においては，行動を決断する判断基準と

なる道徳性発達段階から評価指標を設定する。 

荒木（1993）は，コールバーグの道徳的判断は一

定の段階を追って発達するものとする「道徳性発達

理論」を支持し，自身も数多くの研究報告をしてい

る。その水準と段階，一般的特徴を次頁の表４に示

す。この道徳性発達段階は，様々な国や地域におい

て，子供から成人と幅広い年齢にわたった調査結果
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に基づき，国や文化を超えた普遍性がみられている。 

 
表４ コールバーグによる道徳性発達段階(荒木1993) (9) 

水準 段階 一般的特徴 

 
Ⅰ 前 慣 習
的水準 

 

０ 自 己 欲
求 希 求 志
向 

自己の願いが叶うならば，それは
善い行いであり，叶わなければ悪い
行いだとする。 

１ 罰 回 避
と 従 順 志
向 

道徳的規準は外的，他律的で，自
己の行為の外的な結果が，褒められ
るか，罰せられるかで決められる。 

２ 道 具 的
互 恵 主 義
志向 

自己の欲求や利益を充足するのに
役立つ限りにおいて道徳的とする。 

Ⅱ 慣 習 的
水準 

３ よ い 子
志向 

他人から褒められたり，他人とよ
い関係をもとうとしたりする方向で
道徳的判断がなされる。 

４ 法 と 社
会 秩 序 志
向 

義務を果たし，権威を尊重し，社
会的秩序を維持するために伝統的な
権威による罰を避けるように同調す
る中で道徳的判断がなされる。 

Ⅲ 慣 習 以
後 の 自
律的，原
則 的 水
準 

５ 社 会 的
契 約 と 法
律的志向 

正しい行為は，個人的権利を考慮
しながら，かつ社会全体から承認さ
れる形で判断される。 

６ 良 心 ま
た は 原 理
への志向 

社会的規制に合致するだけでな
く，論理的普遍性と一貫性に照らし
て自己選択した原則に合うかを判断
していく中で良心が働く。 

 

この発達段階を基に，「決断・実行」の過程の評

価指標を設定していく。その際に，これまでの先行

研究から，慣習以後の自律的，原則的水準の発達段

階は，小学生の発達段階にそぐわないため，自己欲

求希求志向，罰回避と従順志向，道具的互恵主義志

向，よい子志向，法と社会秩序志向の五段階として

設定する。これに従い設定した評価指標を児童の行

動例とともに表５に示す。 

 
表５ 「決断・実行」の過程の評価指標 

 評 価 指 標 と 行 動 例 

１ 
・自分の感情のままに発言・行動している。 
例）面白いから○○する。好きだから○○する。 

つまらないから○○しない。 嫌いだから○○しない。 

２ 

・権威者（教師，保護者）からの規則に従い発言・行動し
ている。 
例）○○に言われる（言われた）から～する（しない）。 
  ○○に褒められる（叱られる）から～する（しない）。 

３ 
・自分に利益があるかどうかによって発言・行動している。 
例）○○してくれた（してくれなかった）ら～する（しな

い）。自分にとって○○だから～する（しない）。 

４ 

・自分が属する社会的集団（クラス，グループ等）の規則
に影響を受け発言・行動している。 

例）相手に○○される（された）から～する（しない）。 
  相手のために○○する（しない）。 

５ 

・社会の秩序やきまりを考え，社会的な組織の一員として
発言・行動している。 

例）みんなにとって○○だから～する。 
社会のために○○する（しない）。 

 

ここでは，道徳的行動の生成過程に沿って道徳性

発達段階を踏まえながら「解釈」と「決断・実行」

の過程における評価指標を設定した。この評価指標

の段階に基づく教育活動を組み込んだ道徳学習プロ

グラムを編成していく。 

(2) 道徳学習プログラムの編成について 

前述のとおり，道徳的行動は，自覚，解釈，決断・

実行の過程を経て生成される。目指す児童の姿が道

徳的行動の表れであるとすると，その過程には，自

覚，解釈，決断・実行といった生成過程に沿った児

童の意識の流れがある。その生成過程に沿って，教

育活動を組み込む必要がある。 

そこで，道徳学習プログラムを編成するに当た

り，道徳的行動の生成過程である自覚，解釈，決断・

実行の過程に沿って，目指す児童の姿に向かうよう

に円形の中にまとめることとした。その構想図を図

３に示す。これは，ある程度の広がりのある学習や

活動から，道徳的行動の生成過程を経て目指す児童

の姿に焦点化されていくことを表している。また，

自覚，解釈，決断・

実行のいずれの過

程においても，目

指す児童の姿が表

れるであろうと想

定し，包含的な意

味をもつことも表

している。道徳学

習プログラムの編成について中学年（第４学年）を

例に挙げ，説明していく。 

ア 付けたい力・目指す児童の姿の設定 

 まず，編成する道徳学習プログラムで付けたい力

を焦点化し，設定する。本研究においては「善悪を

判断する力」を，道徳学習プログラムで児童に付け

たい力として設定し編成していくこととする。 

 付けたい力をより具体化するために「解説」にお

ける指導の観点を基に，学年段階（低・中・高学年）

ごとの付けたい力を設定していく。中学年において

は「正しいと判断したことは，自信をもって行う」

力として設定する。 

次に，目指す児童の姿を設定する。ここでは，設

定した付けたい力について，プログラムを実施した

際に表れてくるであろう児童の姿を「決断・実行」

の過程の評価指標を基に設定していく。どのような

場面（教科，学習，活動）で，どのような姿（行動，

発言，記述など）が表れるかを具体的に設定してい

くことで，目指す児童の姿が明確になる。その姿の

設定例を次頁の表６に示す。 

この目指す児童の姿には，道徳的な行動が表出し

やすい活動である，特別活動や総合的な学習の時間

などの場面で設定していく。また，目指す児童の姿

を考える際には，「決断・実行」の過程の評価指標

図３ 道徳学習プログラム構想図 
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から，現在の児童の実態の段階よりも一段階上に目

指す段階を目標とする。 

 

表６ 目指す児童の姿の設定例 

どのような場面で どのような姿 

学級活動 
（お楽しみ会
をしよう） 

・自分が楽しめるように，みんなで決めたル
ールを守って活動する。 

・友だちの意見や行動に流されず，良くない
行動をした友だちに「ちゃんとしようや。」
などの注意をする。 

・感想文に，自分にとって，ルールやきまり
を守ることが大切であることを記述する。 

体育 
（高跳び） 

・自らの安全のために順番を守ったり，用具
を正しく使ったりする。 

仲良し掃除 
・自分の仕事を行うために，遊んでいる人を
注意する。 

 

ここでは，児童が段階２の「権威者からの規則に

従い発言・行動している」という実態に対して，一

段階上の「自分に利益があるかどうかによって発

言・行動している」を目指し設定している。 

こうして設定した目指す児童の姿を「決断・実行」

の過程に組み込んでいく。具体的には，表６に示し

た目指す児童の姿である学級活動「お楽しみ会をし

よう」と体育科「高跳び」，特別活動「仲良し掃除」

を「決断・実行」の過程に組み込む。 

イ 核となる教育活動の設定 

「決断・実行」の過程に組み込んだ教育活動から，

核となる教育活動を選択し，道徳的行動の生成過程

に沿って設定する。設定例を図４に示す。 

 

 
図４ 決断・実行の過程と核となる教育活動の設定例 

  

表６において学級活動，体育科，仲良し掃除の場

面で，目指す児童の姿を設定しているので，この中

から核となる教育活動を選択する。選択の基準とし

ては，目指す児童の姿から逆向きに，道徳的行動の

生成過程に沿って無理なく設定できるものとする。 

ここでは，学級活動「お楽しみ会をしよう」を核

となる教育活動に設定した。この活動で，図４に示

す目指す姿が表れてくるようにするためには，お楽

しみ会の計画を立てる際に，お楽しみ会の目的や

ルールについて解釈させる活動が必要となってく

る。そこで，解釈の過程に「お楽しみ会の計画を立

てよう２」として組み込む。また，自覚の過程では，

どんなことがしたいか，そのために必要なこと（も

の）は何かなどに気付かせる活動を「お楽しみ会の

計画を立てよう１」として組み込んでいく。 

ウ 評価指標の段階に基づく教育活動の設定 

核となる教育活動を位置付けた後，「解釈」「自

覚」の過程に，評価指標の段階に基づく教育活動を

組み込んでいく。 

まず，「解釈」の過程の教育活動を組み込んでい

く。「解釈」の過程の評価指標から，現在の児童の

実態の段階よりも一段階上に目指す段階を設定し，

その段階に基づく教育活動を設定する。 

ここでは解釈の評価指標の第３段階の「相手の立

場になって，自分の考えを省みることができてい

る。」という段

階から考えられ

る教育活動を組

み込んでいく。

教育活動の設定

の例を図５に示

す。まず，核と

なる教育活動の

目指す姿に向

け，ルールやき

まりを守ろうとする心情や態度を養うための「道徳

の時間①」を組み込む。その中で，解釈の評価指標

に基づいた，相手の立場に立ち，自らを振り返る活

動を取り入れる。同様に，正しいと思ったことは自

信をもって行う心情や態度を養うための「道徳の時

間②」を組み込む。さらに，国語科の物語文「ごん

ぎつね」の授業

を組み込み，視

点のやり取りに

ついての解釈を

促す活動を行う

ことで，児童の

実態と，ねらっ

ている評価指標

の段階とのずれ

を補完できるよ

うにする。 

自覚の過程については，道徳的な解釈や決断が必

要となる状況に気付かせる教育活動を組み込む。教

育活動の設定の例を図６に示す。 

図５ 教育活動の設定例（解釈） 

図６ 教育活動の設定例（自覚） 
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例えば，ロング昼休憩では学級レクを実施し，お

楽しみ会のために必要な要素（時間，準備物，内容

等）について気付かせる活動を仕組む。また，国語

科では，視点を意識した授業を組み込むことで，解

釈の段階の国語科へと意識がスムーズにつながる。

このような手順で，道徳学習プログラムを編成して

いく。なお，このプログラムは，２週間から３週間

で実施できるものとして編成する。 

 

Ⅲ 道徳学習プログラムの編成の実際 
  

１ 道徳学習プログラム編成に向けて 
 先に述べたカリキュラムの改善方針に沿って，全

教職員を対象に校内研修を実施した。実施した内容

を表７に示す。 

 
表７ 校内研修の日程と主な内容 

実施日 実施内容 具体的内容 

6/23 
校内研修
① 

・付けたい力，目指す児童の姿の共有 
・道徳学習プログラム編成に向けての

概要説明 

7/14 
校内研修
② 

・第１回校内研修振り返り 

・道徳学習プログラムの編成（各学級） 

 

第１回校内研修では，まず，所属校の道徳教育目

標に照らした付けたい力の共有を図った。具体的に

は，どの学年にも見られる問題行動のケースから，

その行動の要因を考え，付けたい力を出し合い焦点

化していくことで，所属校の児童に付けたい力を明

らかにした。また，道徳教育重点目標を基に，低学

年，中学年，高学年のグループに分かれ，目指す児

童の姿を出し合い共有した。また，道徳学習プログ

ラム編成に向けての概要説明を行った。 

第１回校内研修で出された，教職員の代表的な意

見を，成果と課題に分けて表８に示す。 

 
表８ 第１回校内研修で出された教職員の代表的な意見 

成
果 

・KJ法で原因を考えることで，付けたい力が明確になった。 
・皆で考えることで，全校で付けたい力を共有できるよい

機会となった。 

課
題 

・付けたい力が多く，頭の中で整理できなかった。 
・目指す児童の姿について，もっと具体的な場面で，より
具体的な姿を考えていけるようになりたいと思った。 

・もう少し時間があればもっと深まったと思う。 

 

第１回校内研修を通して，全教職員で意見を出し

合い，付けたい力や目指す児童の姿を共有すること

ができた。その一方で，付けたい力を焦点したり，

目指す児童の姿を具体化したりすることに課題が残

った。また，時間に限りもあり，道徳学習プログラ

ム編成に向けての概要説明も不十分であった。 

第２回校内研修に向け，これらの課題を補うた

め，第１回校内研修の成果と課題，付けたい力，道

徳学習プログラムの土台となる道徳的行動の生成過

程，評価指標について校内研修だよりとして全職員

に発信し，伝達した。 

 

２ 道徳学習プログラム編成について 
 第２回校内研修では，第１回校内研修を振り返る

中で，付けたい力を「善悪を判断する力」に焦点化

し，各学年の道徳学習プログラムの編成を行った。 

本研修で編成された，第６学年の道徳学習プログ

ラムを図７に示す。 

 

図７ 本研修で編成された第６学年の道徳学習プログラム 

 

このプログラムは，総合的な学習の時間「日本の

文化について知ろう」を核となる教育活動として組

み込んでいる。特徴として，解釈の段階において，

３時間の道徳の時間が組み込まれているが，それぞ

れの時間の内容項目が異なっていることである。こ

第６学年 道徳学習プログラム  
（実施時期：10月中旬～11月上旬） 
＜テーマ＞ 善悪を判断する力  

～自由を大切にし，自律的に判断し，責任ある行動をする～ 

目指す
児童の姿

決断・実行

解釈

自覚

学級活動
「後期のめあて」

総合的な
学習の時間
「日本の文化
について知ろう」

国語
「海のいのち」

仲良し
掃除

道徳 ２－（３）

「明日香と弥生」

道徳 ４－（６）

「せんぱいの心
を受けついで」

道徳 １－（２）

「神父様は
マスクマン」

図画工作
「おどる光
遊ぶかげ」

算数
「比例と反比例」

体育
「体力を高める

運動」

仲良し
掃除

登下校

総合的な
学習の時間
「日本の文化
について知ろう」

＜目指す児童の姿＞ 
場面 具体的姿（行動・発言・記述） 

総合的な 

学習の時間 
「日本の文化

について知ろ

う」 

・舞や楽器の演奏を習得していない友だちに
教えてあげたり，一緒に練習してあげたり
する。 

・相手の動きに合わせた行動を行い，一つの
作品を作り上げ自信をもって発表する。 

体育 
「体力を高め

る運動」 

・「どうせ自分は○位だ」と思って走るので
はなく，自分の限界や可能性を信じ，あき
らめず最後まで走りきる。 

・順位がよくない友だちに対して，その子の
立場に立ち，頑張りに共感できる。 

仲良し 
掃除 

・自分の担当場所の掃除を，楽をしようとす
る心に負けることなく，真剣に取り組む。 

・掃除をしていない下級生やしゃべっている
下級生に注意する。 

・担当場所の責任者として，最終点検を行う。 
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れは，別葉のように，内容で組み込んでいくのでは

なく，付けたい力を基に目指す姿が設定され，その

姿に向けた道徳の時間が組み込まれているためであ

る。また，これは解釈の評価指標（166頁表３参照）

の４段階である「第三者の視点から，自分と相手の

相互のやり取りを客観的にみることができている。」

という観点から，これらの教育活動を取り入れたも

のである。 

第２回校内研修時において，道徳学習プログラム

をスムーズに編成できた学級において共通して言え

ることは，目指す児童の姿が具体的であったことが

挙げられる。第２回校内研修で出された，教職員の

代表的な意見を，成果と課題に分けて表９に示す。 

 
表９ 第２回校内研修で出された教職員の代表的な意見 

成

果 

・プログラムを編成する中で，児童のイメージをしっかり
ともつことができた。 

・児童の段階をつかんだり，指導の場を明らかにしたりす
ることができた。 

・道徳は「教育活動全体を通して」行うものなので，教科
等と絡めて考えることで，児童の指導に役立つと思う。 

課

題 

・善悪を判断する場面を具体的な学習や生活場面とつなげ
るのに時間がかかった（広く考えすぎた）。 

・各教科や活動がどのようにつながるのかを考えるのが難
しかった。 

 

 第２回の校内研修を通して，編成した道徳学習プ

ログラムが児童の道徳的判断力を高めることには有

効だと思う教職員がほとんどであった。このことか

ら，道徳学習プログラムを編成し，カリキュラムに

位置付けていくことは有意義だと考える。しかし，

約半数の教職員が，道徳学習プログラムを編成する

のは難しいと感じていた。その要因として，目指す

児童の姿をより具体化させることが挙げられる。改

善点として，目指す児童の姿を評価指標の段階に照

らして，より明確にしていく必要があると考える。 

 第１回校内研修，第２回校内研修ともに，研修の

中で，教職員それぞれが，主体的に，かつ熱心に参

加する姿勢が見られ，グループ協議などでは活発な

意見交流も行われ，教職員の協働性の高まりを実感

することができた。 

 

Ⅳ 研究のまとめについて 

 
１ 研究の成果 
○ カリキュラムマネジメント・モデル等を用いて，

所属校の道徳教育に関わる課題を分析し，改善方

針を見いだした。それを基に所属校で校内研修を

行い，道徳教育において付けたい力，目指す児童

の姿を共有化することができた。 

○ 各学年における評価指標の段階に基づく教育活

動を組み込んだ道徳学習プログラムの編成を行

い，児童の道徳的判断力を高めるための所属校に

おける道徳教育に関わるカリキュラムの改善方

法を明らかにした。 

 

２ 今後の課題 
○ 本研究で編成した道徳学習プログラムを，実際

に実践していくことで，プログラム実践上の課題

について評価し，評価指標の見直しやプログラム

編成上の不具合等を改善していく必要がある。 

○ 本研究で編成した道徳学習プログラムは，各学

級につき一つのプログラムであるので，他のテー

マについても道徳学習プログラムを編成してい

く。それらを基に，今後，所属校のカリキュラム

へ位置付けていく必要がある。 

 

【注】 
(1) 道徳教育の充実に関する懇談会（平成25年）：『今後の
道徳教育の改善・充実方策について（報告）～新しい時代
を，人としてより良く生きる力を育てるために～』pp.2-4
に詳しい。 

(2) 教育課程行政においては「カリキュラム・マネジメント」
と表されるが，田村はカリキュラムとマネジメントを一体
に捉える立場から「カリキュラムマネジメント」を使用し
ており，本稿でもそれに倣う。 

(3) G.ウィギンズ＆J.マクタイ（2012）：『理解をもたらす
カリキュラム設計―「逆向き設計」の理論と方法』日本標
準pp.21-25に詳しい。 

(4) 中村秋生（2010）：「組織における道徳的行動の実現―
経営倫理教育の目的・内容を中心として―」千葉商大論叢
47(2)pp.86-89に詳しい。 

(5) 藤井千春（1989）：『道徳教育における心情主義批判―
心情主義の危険性の指摘と「判断力」を育成することの必
要性の強調，「経験主義」学習論の立場から―』大阪府立
大学学術情報リポジトリ人間科学論集21号pp.63-67に詳
しい。 

(6) 荒木紀幸（1992）：『道徳性心理学―道徳教育のための
心理学―』北大路書房pp.173-190に詳しい。 

(7) 京江光之（2005）：「中学校における道徳の時間の指導
法に関する実証的研究」兵庫教育大学大学院学校教育研究
科学位論文pp.55-72に詳しい。 

(8) 荒木紀幸（1992）：前掲書pp.173-190を参考にして，稿
者が作成した。 

(9) 荒木紀幸（1993）：『モラルジレンマ授業のすすめ④道
徳性の測定と評価を生かした新道徳教育』明治図書p.13を
参考にして稿者が作成した。 
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